
中和地区３市１町障害者自立支援協議会

令和６年度 第３回就労支援部会 議事録

開催日時 令和 6年 9月 19 日（木）14：00～

【配布資料】

・次第

・福祉事業所体験会 来場者アンケート集計結果

・講座チラシ（紹介）2件

・就労選択支援関係資料

・鳴門市地域自立支援協議会就労支援部会資料

【出席者】

園 1名、あっとほーむ香芝 1名、えん高田駅前作業所 1名、まんだらトポス 1名、コネクト 1名、

【議題】

１、福祉事業所体験会の振り返りについて

・行政ブースでの相談実績はなかったが、来場された支援者の方から事業所のことがよくわかったと

の感想をいただいた。

・養護学校でチラシを配布し、興味を持った方が参加された。地域の学校の特別支援学級の児童に

も、周知をすればよいのでは。

・前回の体験会に来られ、利用につながったケースがある。他の事業所でも、この体験会をきっかけ

に利用に至ったという話があればフィードバックしてもらいたい。

・先のことを知ることは大切なので、児童の事業所の方にも来てもらいたかった。幅広い方に来てい

ただくために開催時期や時間を工夫すると良い。

・利用者さんの声を直接届けられたことが一番良かった。また、多くの方に事業所の商品を知っても

らえて良かった。

・利用者さんが事業所を PRしてくれたおかげで一人利用につながり、見学に来られた方もいた。他

市の事業所とコラボすることもでき、ありがたい機会だった。

・事業所探しに悩んでいた方に体験会を案内したところ参加され、ブースをまわって気に入る事業所

がみつかった。体験会をきっかけに就労意欲が高まり、積極的に他の事業所見学にも行き始めた。

・利用者さんが事業所の PRを熱心にされていたのが印象的だった。体験会に参加したことで、自分

自身も相談員として就労につなげていく活力になった。

・前回の体験会に来られた方が、今はメンバーとして一緒に頑張っている。利用者さんが体験会のブ

ース出展に関わることで、自分の仕事に対する誇りを再確認できる場になると感じた。

・利用者さんの生の声を届けた事業所 PRタイムは、会場の空気があたたかく、和やかだった。利用



者さん自身も事業所で楽しく仕事をしていることを皆さんに PR できて良かったと思う。

・当事業所は他にはない作業内容なので、皆さん熱心に説明を聞いてくれた。

・事業所を探している 2人に体験会を紹介し、1人は事業所を見学し、現在利用を開始している。体

験会では利用者さんがブースで一生懸命説明を聞いている姿を見て、嬉しい気持ちになった。体験

会で各事業所のことがよくわかり、相談員として学びが多かった。

・支援者の来場が多く、当事者への説明はあまりできなかったが、支援者同士のつながりができ、他

の事業所を知る機会、各事業所のアピールポイントを知ることができて良かった。

・名前しか知らなかった事業所の作業内容や雰囲気を知ることができた。今後ますます広がっていく

可能性のあるイベントだと感じている。職業訓練を受けるという選択肢があることもわかり、進路

の幅が広がる要素があると思う。一般市民にも周知し、障害のある方のことを知ってもらう機会に

しても良いのでは。

・利用者さんも楽しんでいて、また参加したいと言っていた。今回の体験会に参加し、利用に至った

方もいて、良い機会となった。

・にぎやかで和やかな体験会だったが、当事者の来場が少なかった印象はある。開催場所も一因では

ないか。当事者が単独で来やすい場所での開催の検討も必要ではないか。

・一般客も通りかかるオープンスペースでの開催だったので、何をしているのか興味を示される方が

多く、障害のある方の就労体験会を行っていることを周知することができた。開催場所の状況に応

じて工夫しながら継続的に開催していきたい。

・来場者は各ブースを順番にまわり、じっくり話を聞いたり体験していたので、会場での滞在時間は

長かったように思う。来場者が少なくなった時間帯には事業所同士の交流も図れてよかった。

・利用者さんが嬉しそうに事業所の PＲをしている姿が印象的だった。体験会をきっかけに、見学や

利用につながったり、就労意欲が高まった方が多くいらっしゃると聞き、開催して良かった。

２、鳴門市障害者自立支援協議会視察について

部会長より主旨説明。今回は運営委員会メンバーを中心に視察に行く。

鳴門市障害者自立支援協議会の取組について聞きたいことを部会員から募った。

３、『青森県八戸圏域 障害者就業・生活支援センターみなと』による研修について

部会長より主旨説明。研修は ZOOM で開催予定。

４、就労選択支援事業について

部会長より主旨説明。今後、厚生労働省の方と内容や開催方法について調整していく。

就労選択支援事業について知りたいことを部会員から募った。

◎ 第 4回就労支援部会


